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教授用指導書 ●教授用指導書は，年間指導計画案，指導のてびき，補充解説，
　実験・探究解説，問題解説で構成されています。

教授用
指導書

節写真の解説
アミメキリン（ケニア）：アミメキリンはケニアの
草原に生息している。主としてイネの仲間の植物
で占められ，樹木が点在する草原である。アミメ
キリンの首は長く，樹木の葉を食用とするのに適
している。アミメキリンを知らない生徒はいない
と思うが，そのからだのつくりが，生息する環境
に適したものになっていることを気づかせたい。

●指導のねらい
　生物は，その大きさや形態，機能などあらゆる
面で実に多様であることを気づかせる。

●解説
　この項以降は，全生物に共通する共通性につい
て学ぶ。多くの生物は，一見，多様で共通点など
ないようだが，全生物に共通する共通性がある。
「生物基礎」と「生物基礎」上位科目（4単位）の生物
ではこれを主に学ぶことになる。この項目での学
習目的は，その共通性を学ぶ前に，生物は多種多
様であることを改めて確認することである。
　教科書 p.18図 1には大まかな種の数を示して
いるが，この数字を細かく説明する必要はない。
「たくさん」では実感が湧かないので，数字を出し
ているが，要はたくさんいることがわかればよい
のである。
　図では昆虫類が特別にとり出されているが，こ
れは，昆虫類の種の数が，ほかのすべての生物の
種を合わせたものより多いからである。昆虫の最
も古い化石は約 4億年前のものであるが，3.5～
2.3億年前に飛行能力を獲得したことが様々な環
境への移行を可能にし，それぞれの環境に適した
形や働きが多様化したものと考えられている。さ
らにその後，6,500～ 6,000万年前，顕花植物が
多様化したのと並行して多様性に拍車がかかった
と考えられている。
　なお，細菌の種の数は 4,000種と少ないが，個

①　生物の多様性と共通性（教科書 p.18～ p.22）

A　生物の多様性（教科書 p.18）
体数は膨大なもので，種類と個体数の違いを指摘
しておくとよい。
　教科書 p.19図 2には生息環境と生物の形態と
の関係を意識して生物の写真が並べられているが，
これも詳しく解説する必要はない。姿形，大きさ，
働きが様々であることを確認すればよい。また，
生育環境に適した姿形になっていることを指摘す
る程度でよい。
　参考までに図2の生物に関する簡単な解説を記す。

アオミノウミウシ
　アオミノウミウシは浮
遊性のウミウシで，黒潮
の流れる温かい海に生息
する。気嚢が発達し浮き
やすくなっている。また，
触覚が短い代わりに，浮
遊性に適した，先端に多
数のエラの突起のある３

対のうちわ状構造が発達している。

コウテイペンギン
　南極の極寒地に生息す
る。鳥の仲間であるが，
飛ぶ能力を失い，代わり
に海中での潜水運動に非
常に適した体形をしてい
る。羽が退化しているこ
とと水の抵抗を受けにく
い体形に注目したい。

　地球上には様々な環境があり，そこには，それ
ぞれの環境に適したからだの形や大きさをした多
様な生物が生息し，生活の仕方も様々である。
　動物園には世界の様々な環境に生息する多様な
生物が集められている。どんな生物がいたかを思
い起こさせて，動物の，ひいては生物の多様性を
改めて確認するのもよいだろう。

1節　生物の多様性と共通性（教科書 p.18～ p.33）

26　解説編

※『生物308 生物 新訂版』も同様の体裁の教授用指導書をご用意しています。
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■ 解説 ■
自律神経系

私たちの心臓や胃は，無意識のうちに器官からの

情報をフィードバックすることで自動的に働いてい

る。これは大脳が支配している運動神経や感覚神経

とは別の神経系が働いているからである。この神経

系を自律神経系という。自律神経系の中枢は，間脳，

中脳，延髄や脊髄にあり，大脳の支配を受けないの

で，自律神経系に支配されている心臓や胃など多く

の器官は，意志とは無関係に働く。このおかげで，

私たちは眠っているときでも，安心して生きていら

れるのである。

自律神経の構造と働き　

自律神経には，交感神経と副交感神経の 2種類が

あり，多くの器官に両方の神経が分布している。交

感神経と副交感神経は，いずれも目的の器官に達す

るまでにニューロンの乗り継ぎをする。ここを自律

神経節といい，中枢からここに入り込む神経を節前

神経，ここから器官に連なる神経を節後神経とよぶ。

交感神経は，脊髄から出て脊柱の両側の交感神経

節に入り，ここでニューロンを交代するが，1本の

節前神経は多くの節後神経と連絡していて，全身に

広がる反応を起こすのに都合よくできている。

一方，副交感神経の神経節は，それが分布する臓

器の近くか組織内にあり，節後神経は一般に 2 ～

3 mmと短い。また，1本の節前神経が連絡してい

る節後神経の数も少なく，限られた部分を制御する

ことから，広く多くの器官を制御する交感神経とは

異なる。

交感神経と副交感神経の働きは，互いに反対で，

一方がある臓器の働きを促進すれば，もう一方はそ

れを抑制する（対抗作用）。例えば，心拍数は交感神

経の興奮で増加し，副交感神経の興奮で減少する。

普通の安静状態では，心臓を支配する副交感神経が

2 体内環境の維持のしくみ
自律神経系による調節1

▲舌を出して体温調節をするイヌ 　体外や体内からのさまざまな働きかけを受けて，すばやくそれに応じ
た反応や調節を行うのが神経の役割である。神経はどのように働いてい
るのだろうか。
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神経系
　動物の体内では，多数の神経がつながって神経系をつくっている。

神経系には，神
しん

経
けい

細
さい

胞
ぼう

（ニューロン）が集中した  中
ちゅう

枢
すう

神
しん

経
けい

系
けい

  とその

周辺部の  末
まっ

梢
しょう

神
しん

経
けい

系
けい

  がある（図16）。

　脊椎動物の場合は，脳
のう

  と  脊
せき

髄
ずい

  が中枢神経系である。脳には，大
だい

脳
のう

，間
かん

脳
のう

，中
ちゅう

脳
のう

，小
しょう

脳
のう

，延
えん

髄
ずい

  があり，情報を判断・処理している。

末梢神経系には，感覚や運動に関係する  体
たい

性
せい

神
しん

経
けい

系
けい

  と，内臓や腺，

血管などを無意識のうちに調節する  自
じ

律
りつ

神
しん

経
けい

系
けい

  がある。

自律神経系
　私たちは，運動すると無意識のうちに呼吸運動や心臓の拍

はく

動
どう

が速

くなる。これは自律神経系の働きによる。

　自律神経系には  交
こう

感
かん

神
しん

経
けい

  と  副
ふく

交
こう

感
かん

神
しん

経
けい

  があり，多くの器官には

両方の神経が分布している。それらの器官の多くでは，一方の神経

がその働きを促進すると，他方がそれを抑制するというように，対

抗的（拮
きっ

抗
こう

的）にその働きが調節されている。

▲

p.90

脳

脊髄

末
梢
神
経
系

中
枢
神
経
系

▲図16　ヒトの中枢神経系と
末梢神経系

▲図17　神経細胞

神経伝達物質
　刺激を受けた神経細胞が，その刺激をほかの神
経細胞や筋細胞などに伝えるとき，神経細胞の末
端から分泌される物質を  神

しん

経
けい

伝
でん

達
たつ

物
ぶっ

質
しつ

  という。
交感神経では  ノルアドレナリン，副交感神経では
アセチルコリン  という物質が分泌される。
アセチルコリンの発見　レーウィはカエルの心
臓を用いて図のような実験をし，拍動抑制作用の
ある物質の存在を明らかにした。のちに，この物
質は，アセチルコリンであることが示された。 ▲レーウィが行った実験

心臓２

リンガー液 電気刺激

副交感神経

刺激後にアセチ
ルコリンが含ま
れるようになる。

(体液の組織に近い
　無機塩類の溶液）

電気刺激で心臓１の拍動が遅く
なると，アセチルコリンの働き
で心臓２の拍動も遅くなる。

心臓１

3

免疫系
自律神経系とホルモンによる調節

ホルモンによる調節
自律神経系による調節

神経系・内分泌系恒常性体内環境2節

5

10

自律神経系の働き 　自律神経系のもつ促
そく

進
しん

・抑
よく

制
せい

の働きは器官

によって異なる（表  2  ）。一般に，交感神経は，勉強やスポーツのよ

うに緊張して行動するときに働く。逆に，副交感神経は，休息時，

消化や排出など，生命を維持する活動をさかんにするときに働く。

　自律神経系の働きの中枢は，間脳の  視
し

床
しょう

下
か

部
ぶ

  である（図18）。大

脳は自律神経系を直接調節していないので，胃や心臓の運動を自由

に変えることはできない。しかし，大脳で強い感情が起こると，自

律神経系が影響を受けることもある。
❶

・自律神経系では，交感神経と副交感神経が対抗的に働く。
・自律神経系の働きの中枢は間脳の視床下部である。

❶　心理的ストレスが影響して，
自律神経系による調節が乱れる
と，体調が悪くなることがある。

▼表　2　自律神経系の働き ：分布しない

瞳孔 気管支 心臓の拍動 胃腸の運動 立毛筋 汗腺（発汗） ぼうこう（排尿）

交感神経 拡大 拡張 促進 抑制 収縮 促進 抑制

副交感神経 縮小 収縮 抑制 促進 促進

延髄

大脳

間脳

小脳

中脳
目

大脳

間脳

肺

心臓

だ腺

るい　せん

涙腺

ぼうこう

直腸

大腸

小腸
腎臓

副腎

すい臓

肝臓

胃

小脳

中脳

延髄

交感神経 副交感神経

▲図18　ヒトの自律神経系

◆中学教科書では◆・自律神経については学んでいないが，ひとみの反射は扱っている。　・発展的な内容として，脳

●88 ●89

・緊張したとき（こわいときでもよい）に，からだにどんなこ

とが起こるかを考えさせる。

・意志と無関係に起こるからだの反応があることを認識さ

せ，そのことから自律神経の存在に気づかせる。

・自律神経には交感神経と副交感神経があることを説明し，

多くの器官が両方の神経に支配されていることの利点につ

いて考察させる。

・1日のなかでどのようなときに交感神経が優位になり，ど

のようなときに副交感神経が優位になるかを考えさせる。

指導の POINT

92
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問題解答集 ●教科書の章末問題などの解答は，別冊でもご用意しています。

※『生基314高校生物基礎 新訂版』，『生物308 生物 新訂版』には
　別冊の問題解答集はございません。

問題
解答集

問1　共通の祖先がいるから。
【解説】
　生物は遺伝子が であることや，エネルギ
ーの供給源に を使っているなど，すべてに
共通する性質をもっている。 や はそ
れぞれの機能のためには最適な性質をもっている
が，ほかにも遺伝物質やエネルギーを担う物質は
存在する。にもかかわらず，全生物共通で，それ
らの物質を使っているということは，物質の性質
がその機能に最適であるという以外にも理由があ
るからである。その理由は，現存する全生物の祖
先が つであるということである。

→教科書

問2　・細胞により構成される。
　　　・細胞に必要なエネルギーとして が

使われている。
　　　・外界の環境が変化しても，細胞内の状態

はほぼ一定に保たれている。
・遺伝物質として をもつ。
・細胞分裂によって増殖する。

など
【解説】
　すべての生物は細胞からできている。したがっ
て，細胞に共通する性質は，生物に共通する性質
であるといえる。 →教科書

問3　・真核細胞は核膜に包まれた核をもち，原
核細胞は核をもたない。

　　　・原核細胞には真核細胞にある細胞小器官
が見られない。　

【解説】
　シアノバクテリア，乳酸菌，大腸菌のような原
核生物の細胞（原核細胞）は，核をもたない。
　一方，ヒトや植物などを構成する真核細胞には，

核膜に包まれた核が存在し，そのほかにも多数の
細胞小器官が存在している。 →教科書 ，

問4　ア，エ，オ

【解説】
　真核細胞には，核やミトコンドリアなどの細胞
小器官が存在するが，原核細胞には存在しない。
　原核細胞の が細胞基質中に存在するのに
対して，真核細胞の は核の膜に包まれている。
　また，一般的に，真核細胞は原核細胞より顕著
に大きいが，酵母のようにいくらか大きいという
程度の細胞もある。そのようなこともあって，酵
母を原核細胞と間違えることがあるので注意を要
する。 →教科書

問5　植物細胞には，細胞壁や，葉緑体，液胞な
どの細胞小器官が含まれており，これらは
動物細胞にはない。

【解説】
　植物細胞は，細胞内部の保護のためや植物体を
支えるための細胞壁をもっている。細胞壁は植物
だけでなく一部の原核生物や菌類などにも見られ
るが，これらの細胞壁の成分は，植物の細胞壁の
成分であるセルロースとは異なる。
　また，植物は光合成のための葉緑体をもつ。
　液胞は，動物細胞にも小さなものが見られるこ
ともあるが，主に植物細胞で発達している。

1章　章末問題　解答・解説（教科書 ）

2
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問
題
解
答
集

…………………………………………………………

問6　・葉緑体
　　　・液胞
【解説】
　葉緑体には，光合成に関係する色素が多数含ま
れている。代表的な緑色のクロロフィルだけでな
く，補助色素としてカロテノイドなどが含まれて
いる。葉緑体中の色素は疎水性で水にはほとんど
溶けない。ニンジンなどの赤い色素は補助色素の
カロテノイドで，葉緑体と同じ起源をもつ色素体

→教科書 ， ，
発展 ………………………………………………
　電子顕微鏡で詳しく観察すると，原核細胞と真
核細胞，また植物細胞と動物細胞には，それぞれ
違いが見られる。教科書 の電子顕微鏡で観
察した細胞の図に見られるとおり，原核細胞と真
核細胞では，細胞の構造に大きな違いが見られる。
　植物細胞と動物細胞には，そこまで大きな差は
見られないが，植物細胞には，上記にあげたよう
に細胞壁，葉緑体，液胞が見られる。

細胞壁

※細胞膜とそれに包まれた核以外の領域を
　細胞質という。

葉緑体

液胞

動物細胞 植物細胞

細胞質基質
核

（核の内部には，
染色体がある）

ミトコン
ドリア

細胞膜

べん毛

動物細胞

植物細胞

原核細胞

真核細胞

細胞壁
細胞膜

DNA

リボソーム…
タンパク質の
合成の場

中心体…
動物細胞の
細胞分裂時
に働く

ゴルジ体 核膜

細胞膜

核小体
核膜孔

ミトコンドリア
リボソーム

細胞壁
細胞膜

粗面小胞体…
表面にリボソーム
が付着した小胞体。
タンパク質の合成
に関与

滑面小胞体…
表面にリボソームが付
着していない小胞体

リボソーム

染色体

核小体
核膜孔 葉緑体

核膜
ミトコンドリア

ゴルジ体…
物質の分泌を行う

リソソーム…
細胞内にあるさま
ざまな物質の分解
に関与。 液胞

滑面小胞体
リソソーム

細胞質基質

染色体

細胞質基質

細胞質基質

粗面小胞体

3
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▼起動画面

▼コンテンツ選択画面

●授業の様々な場面でご利用いただける「授業支援デジタルコンテンツ」を多数収録しています。
●直感的な操作で，使いたいコンテンツまですぐにたどり着くことができます。
●収録されているコンテンツは，本冊子のp.８～ p.31で詳しくご紹介しています。

授業支援
デジタル
コンテンツ

授業支援デジタルコンテ
ンツをご購入いただいた
学校様へのサポートとし
て，弊社Webサイトか
ら更新データなどをダウ
ンロードできます。

※掲載画面は『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』のものです。

実教出版株式会社

授業支援デジタルコンテンツ

生 物 基 礎 共通

収録教科書

6



●『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』／『生物 新訂版DVD-ROM』収録コンテンツ一覧
『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』には，弊社発行「生物基礎」教科書2点分のデータがすべて収録されています。

ご授業の際に，プロジェクターやスクリーンに投影したり，電子黒板に
表示したりできるコンテンツです。授業展開スライド（PowerPoint 形
式）は文字の修正や，スライドの追加等も可能です。

授業展開コンテンツ ……

オリジナルの補助教材を作成する際に役立つ，テスト問題やプリントな
どのコンテンツです。そのまま出力するだけでご利用いただけます。編
集してご利用いただくことも可能です。

教材作成コンテンツ ……

313 生物基礎
新訂版

授業展開スライド
(PowerPoint形式)

本文・図版データ
(PDF形式）

本文・図版データ
(Word形式）

図版線画データ
(Word形式)

評価テスト集
(Word形式)

(Word形式のみ)

スライド対応プリント
(Word形式)

探究活動レポート
(Word形式)

実験レポート
(Word形式)

問題解答集
(PDF形式)

医療コラム
(PDF形式)

年間指導計画案など
(Excel形式)

アクティブラーニング用教材
(Word，Excel，PowerPoint形式)

動画

29回分 51回分

20本 20本

14本 16本

29物質

126図

○

○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

‒

‒

‒

‒

○

29回分 51回分

5回分

12回分

4テーマ

13テーマ

9テーマ

15回分

4回分

20回分

12回分

47回分

7回分

20回分

25回分

163図 212図

64物質

47回分

アニメーション

３Ｄ分子モデル

ビジュアルバイオーム

電子ブック版教科書

授
業
展
開
コ
ン
テ
ン
ツ

教
材
作
成
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援デジタルコンテンツ
生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM

授業支援デジタルコンテンツ
生物 新訂版 DVD-ROM

314 高校生物基礎 
新訂版

308 生物 
新訂版

 p.8

 p.12

 p.14

 p.16

 p.17

 p.18

 p.20

 p.20

 p.21

 p.22

 p.10

 p.24

 p.24

 p.26

 p.28

 p.30

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ
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授業展開スライド
授業支援
デジタル
コンテンツ

▼腎臓の働き
腎臓で物質がろ過・再吸収・
排出されるまでの過程を，
段階ごとに学習できるよう
工夫しました。
文章中にいくつか空欄を設
け，生徒が考えながら授業
できるようにしました。

各スライドのノートに解説
文を記載し，より授業を展
開しやすくしました。

◆ 教科書の内容を項目ごとにまとめました (PowerPoint 形式 )。
◆ 教科書の図版もそのまま収録し，板書のかわりとしてスムーズに授業を展開できます。
◆ スライドに対応した生徒用プリントもご用意しました。授業の内容を穴埋め形式で確認できます。
◆ 『生物 308 生物 新訂版』にも授業展開スライドをご用意しています。

 p.10
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授
業
展
開
ス
ラ
イ
ド

▼体液性免疫

▼細胞性免疫

▼細胞性免疫

体液性免疫と細胞性免疫に
ついて，働く細胞や反応の
場所の違いを理解できるよ
うにしました。

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM
●生物基礎 新訂版　　　計29回分
●高校生物基礎 新訂版　計51回分 収録

生物 新訂版 DVD-ROM
●生物 新訂版　     計47回分 収録

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

9



スライド対応プリント
授業支援
デジタル
コンテンツ

10



ス
ラ
イ
ド
対
応
プ
リ
ン
ト

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM
●生物基礎 新訂版　　　計29回分
●高校生物基礎 新訂版　計51回分 収録

生物 新訂版 DVD-ROM
●生物 新訂版　     計47回分 収録

◆ 授業展開スライド　　　　 に対応した生徒用プリントです（Word形式）。
　 授業の内容を穴埋め形式で確認できます。
◆ 解答入りの紙面もご用意しました。

 p.8

※サンプルは『生物基礎 新訂版』対応のものです。
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動画

◆ 「高校講座」をはじめとするNHKの貴重な番組映像から，教材にふさわしい映像を収録しました。
　 わかりやすい解説のナレーション入りです。

▼免疫のしくみ

▼世界のバイオーム

白血球による食作
用の様子を，動画
で観察することが
できます。

各バイオームに生息する
植物や動物を，動画で観
察することができます。

授業支援
デジタル
コンテンツ

12



動
画

※サンプルは『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』 に収録されているものです。

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

▼腎臓の構造

腎臓の解剖の様子を観察し
ながら，構造を学習するこ
とができます。
実験の様子も収録している
ため，実験の手順や結果も
同時に学ぶことができます。

◆収録動画一覧◆
・ショウジョウバエの交配実験
・ウニの発生
・アクチビンを使った中胚葉誘導の実験
・局所生体染色法
・体の向きはいつ決まる
・細胞の分化

・花粉管の伸長
・カエルの眼から出るパルス
・ウシガエルの座骨神経の電位の測定
・ATPによる筋肉の収縮
・イトヨの攻撃行動と鍵刺激
・ミツバチの8の字ダンス
・チューリップの温度傾性
・オジギソウの膨圧

・オーキシンの働き
・ジベレリン，アブシシン酸によるイネの発芽実験
・アブシシン酸と気孔の開閉
・フィトクロムの働き
・ウキクサの増殖
・トノサマバッタの群生相・孤独相

生物 新訂版 DVD-ROM

計20本収録

◆収録動画一覧◆
・イネのＤＮＡの抽出
・細胞周期
・動物の細胞分裂
・植物の細胞分裂
・ゾウリムシの体のしくみ

・だ腺染色体
・ヒトの血液の成分
・ヒトの心臓のつくりと働き
・ヒトの赤血球と浸透圧実験
・腎臓の構造

・肝臓のつくりと働き
・白血球の種類と免疫のしくみ
・伊豆大島の植生の遷移
・森のギャップ
・植物群系の分布と気候
・世界のバイオーム
・日本のバイオーム

・土壌微生物
・霞ケ浦の魚　　　
・シカによる植生の破壊

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM

計20本収録
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アニメーション
授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 紙面ではわかりにくい動きや複雑な機構を，効果的に学ぶことができるアニメーションを収録しました。

▼腎臓の働き

腎臓の構造と働きをアニ
メーションにしました。
各物質が，腎臓でどのよ
うにろ過・再吸収・排出
されているかをわかりや
すく表現しました。

14



ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

▼体液性免疫と細胞性免疫

体液性免疫と細胞性免
疫の反応をそれぞれア
ニメーションにし，抗
原が体内に侵入後，ど
のように排除されてい
くかを表現しました。

体液性免疫と細胞性
免疫で働く細胞の違
いや，それぞれの細
胞が働く場所の違い
などを理解しやすい
よう工夫しました。

◆収録アニメーション一覧◆
・ゴルジ体の働き
・エンドサイトーシスとエキソサイトーシス
・受動輸送と能動輸送
・酵素の働き
・呼吸の電子伝達系
・光合成の電子伝達系
・半保存的複製
・転写・翻訳のしくみ

・RNA干渉
・遺伝子組換え
・受精
・カエルの発生
・遠近調節・明暗調節
・活動電位の発生
・興奮の伝達
・筋収縮

生物 新訂版 DVD-ROM

計16本収録

◆収録アニメーション一覧◆
・体内におけるデンプンの分解
・細胞内共生
・電子伝達系
・酵素の働き
・半保存的複製
・タンパク質の構造
・転写・翻訳のしくみ
・酸素解離曲線

・腎臓におけるろ過・再吸収
・自然免疫
・体液性免疫
・細胞性免疫
・炭素循環
・1年間のオゾン量の変化

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM

計14本収録

※サンプルは『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』 に収録されているものです。
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◆ 教科書で紹介したバイオームを，世界地図から確認することができるコンテンツを収録しました。
◆ ビジュアルバイオームは『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』にのみ収録しています。
　 （『生物 新訂版DVD-ROM』には収録していません。）

写真一覧を
クリック

各バイオーム
をクリック

各バイオームごとに，
6つの都市の年間降水
量，年平均気温のグ
ラフを記載しました。

各バイオームに見ら
れる植物と動物の写
真を収録しました。

ビジュアルバイオーム
授業支援
デジタル
コンテンツ
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◆ ３Ｄモデルを自由に回転させて分子の構造を見る
    ことができるデジタル分子模型です。
◆ 大きく映し出す (全画面表示 )，解説を見て確認
    する，などいろいろな形でご活用いただけます。

各種の表示
空間充填モデルや棒モデルに変更したり，結合
距離や結合角を表示したりすることができます。

ATPをクリック

表示バリエーション
マウスを右クリックすると追加表
示メニューを出すことができます。

3D分子モデル

ビ
ジ
ュ
ア
ル
バ
イ
オ
ー
ム
／
３
Ｄ
分
子
モ
デ
ル

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆収録物質一覧◆
・リン脂質　　
・ADP　　
・ATP　　
・リン酸　　
・アデニン　　
・リボース
・水　　
・二酸化炭素　　
・酸素　　
・α-グルコース　　

・β-グルコース
・鎖状-グルコース　　
・スクロース　　
・アミロース　　
・セルロース
・エタノール　　
・D-乳酸　　
・L-乳酸　　
・デオキシリボース
・チミン

・グアニン　　
・シトシン　　
・ウラシル　　
・DNA　
・RNA　　
・インスリン
・アンモニア　
・尿素　　
・オゾン　

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM

計64 物質 収録

計29 物質 収録

生物 新訂版 DVD-ROM

解説付き
各分子の基本情報を記述しました。
構造式と分子モデルを比較しなが
ら構造を確認することができます。
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電子ブック版教科書
授業支援
デジタル
コンテンツ

単語検索をすれば，その単語が掲載され
ているすべてのページが検索できます。
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電
子
ブ
ッ
ク
版
教
科
書

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 全文検索機能やペン機能，付箋機能，拡大・縮小機能などを使用できる電子ブック版教科書です。

※サンプルは『生物基礎 新訂版』 対応のものです。

◆動作環境
対応OS：Windows 7，8.1，10
対応ブラウザ： Internet Explorer 11 

※ブラウザは JavaScript が動作する環境でAdobe Flash Player 最新版が
　プラグインされている必要があります。
※タッチパネル操作は一部機能が動作しないことがあります。

拡大することができます。

付箋機能を使えば，メモ
とリンクを記録しておく
ことができます。

ペン機能を使えば，アンダー
ラインを引くなど，紙面に
書き込みができます。
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本文・図版データ
授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 教科書紙面の PDFデータと教科書本文のテキストデータです。

▼教科書の紙面（PDF形式）

PDFから文字や図版を切
り取ることができます。

▼教科書の本文テキスト（Word形式）
必要なテキストを
選んでWord 上で
直接編集できます。

※サンプルは『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』 に収録されているものです。
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本
文
・
図
版
デ
ー
タ
／
図
版
線
画
デ
ー
タ

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

図版線画データ
授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 教科書の図版を線画にしました。プリント作成などに使用できます。（Word形式）

▼教科書のモノクロ線画（Word形式）

文字をテキストボッ
クス化してあるので，
Word 上で自由に文
字編集できます。

※サンプルは『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』 に収録されているものです。

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM
●生物基礎 新訂版　　　126図
●高校生物基礎 新訂版　163図 収録

生物 新訂版 DVD-ROM
●生物 新訂版　     212図 収録
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評価テスト集
授業支援
デジタル
コンテンツ
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評
価
テ
ス
ト
集

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 定期テストなどにご利用いただける問題集です。解答入りの紙面も
ご用意しました。（Word形式）

※サンプルは 『高校生物基礎 新訂版』 対応のものです。

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM
●生物基礎 新訂版　　　12回分
●高校生物基礎 新訂版　20回分 収録

生物 新訂版 DVD-ROM
●生物 新訂版　     20回分 収録
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探究活動レポート／実験レポート
授業支援
デジタル
コンテンツ
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探
究
活
動
レ
ポ
ー
ト
／
実
験
レ
ポ
ー
ト

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

※サンプルは 『高校生物基礎 新訂版』 対応のものです。

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM

●生物基礎 新訂版　　　　探究活動レポート　5回分
　　　　　　　　　　　　　　実験レポート　　15回分

●高校生物基礎 新訂版　　探究活動レポート　4回分
　　　　　　　　　　　　　　　 実験レポート　　12回分　収録

生物 新訂版 DVD-ROM

●生物 新訂版　　探究活動レポート　 7回分
　　　　　　　　　　　 実験レポート　　25回分　収録

◆ 教科書にある探究活動などを行う際にご利用い
ただけるレポートです。（Word形式）
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医療コラム
授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ 教科書には掲載されていない，医療や看護に関連するトピックをまとめました。
◆ 医療・看護系に進学する生徒に向けた基礎知識の補充や，小論文対策などにご活用ください。
◆ 医療コラムは『生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM』にのみ収録しています。
　 （『生物 新訂版DVD-ROM』には収録していません。）
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医
療
コ
ラ
ム

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆収録コラム一覧◆
・ウイルス　　
・酵素と体質　　
・筋肉とミトコンドリア　　
・遺伝子検査　　

・染色体の異常　　
・がんとは何か　　
・テロメア　　

・潜伏期間　　
・解熱剤のはたらき
・食物アレルギー　　

・日本のワクチン事情　
・マイクロバイオーム
・地球温暖化と感染症

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM

●高校生物基礎 新訂版　13テーマ分　収録
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アクティブラーニング用教材
授業支援
デジタル
コンテンツ

28



ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
用
教
材

授
業
支
援
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

授業支援
デジタル
コンテンツ

◆ アクティブラーニング型授業でご活用いただける教材です。

※サンプルは 『高校生物基礎 新訂版』 対応のものです。

生物基礎 新訂版 共通DVD-ROM
●高校生物基礎 新訂版　4テーマ分　収録

生物 新訂版 DVD-ROM
●生物 新訂版　9テーマ分　収録
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授業支援
デジタル
コンテンツ 年間指導計画案

◆ 年間指導計画案，観点別評価，編修趣意書を収録しました。
◆ 適宜，修正して使用することができます。（Excel 形式）
◆ 弊社Webサイトよりダウンロードすることもできます。 

▼年間指導計画案
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年
間
指
導
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案

※サンプルは『高校生物基礎 新訂版』対応のものです。

▼観点別評価

▼編修趣意書
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全3巻  各巻定価 （本体 19,000 円＋税）
3巻 セット定価 （本体 57,000 円＋税）

▼生徒用ワークシート

映像
DVD

増補新訂版  生物 実験・観察室
　　　　　　　　　　　　BEST100 PLUS

・NHKの豊富な映像資料から,  生徒に必ず見せておきたい観察・実験などの映像を厳選して収録しました。
・導入・展開・まとめなど，あらゆる授業で活用可能です。
・各巻に指導用資料CD-ROM付き（全クリップのナレーションデータ，生徒用ワークシートWordデータを収録）。

● 第1巻　生命の連続
● 第2巻　情報の伝達と反応
● 第3巻　環境への適応
　発行：NHKエンタープライズ
　企画・制作：NHKエデュケーショナル
　編集協力・販売：実教出版株式会社

指導資料 DVD
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映
像
D
V
D

映像
DVD

アメーバの核の働き（1分46秒）

オオカナダモの原形質流動（1分57秒）

植物細胞の原形質分離（0分46秒）

ヒトの赤血球と浸透圧実験（2分10秒）

酵素の働きやすい条件を調べる（2分36秒）

酵素の立体構造（1分17秒）

カタラーゼの触媒作用（1分32秒）

ペプシンの働き（1分32秒）

ゾウリムシの体のしくみ（2分14秒）

ボルボックスの体のしくみ（1分40秒）

ヒドラの体のしくみ（3分16秒）

イモリの体細胞分裂（1分43秒）

ムラサキツユクサの体細胞分裂（1分56秒）

細胞周期（2分46秒）

ショウジョウバエのだ腺染色体（2分04秒）

イネのDNAの抽出（1分53秒）

DNAの複製（0分40秒）　

DNAの形質発現（1分33秒）

DNAの顕微鏡映像（2分13秒）

アメーバの分裂（2分02秒）

ミカヅキモの生殖（3分34秒）

ミジンコの生殖（3分31秒）

エンドウマメの交配実験（2分43秒）

アサガオの二遺伝子雑種の実験（1分29秒）

ショウジョウバエの交配実験（3分38秒）

ミズクラゲの生活環（3分32秒）

イセエビの誕生（3分31秒）

ウニの発生（3分07秒）

カエルの発生（2分56秒）

イモリの発生（2分31秒）

イモリの胚の移植実験（1分07秒）

イモリの前肢の再生（2分27秒）

体の向きはいつ決まる（2分50秒）

局所生体染色法（1分17秒）

アクチビンを使った中胚葉誘導の実験（1分53秒）

細胞の分化（2分01秒）

花のつくり（1分30秒）

花粉管の伸長（2分04秒）

ゼニゴケの生殖（3分09秒）

コスギゴケの生殖（2分48秒）

シダの生殖（2分21秒）

ワカメの生殖（3分31秒）

粘菌の生活史（3分46秒）　
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● 第1巻　生命の連続
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ヒトの血液の成分（1分19秒）

ヒトの心臓のつくりと働き（3分07秒）

腎臓の構造（2分18秒）

肝臓のつくりと働き（3分01秒）

血中のグルコース濃度の恒常性（3分30秒）

白血球の種類と免疫のしくみ（2分28秒）

血液の抗原抗体反応（1分18秒）

リゾチームの効果（1分58秒）

アゲハチョウの色覚実験（2分54秒）

ブタの眼の構造（1分39秒）

カエルの眼から出るパルス（2分29秒）

ウシガエルの座骨神経の電位の測定（2分12秒）

ネズミの心拍数の変化（1分26秒）

筋肉の構造と働き（2分50秒）

ATPによる筋肉の収縮（1分11秒）

熱帯魚（ネオンテトラ）の色素胞（2分01秒）

ウミホタルの発光器（3分21秒）

マウスの学習（迷路）（2分32秒）

繊毛とべん毛（2分25秒）

ミドリムシ、プラナリアの走性（1分46秒）

カイコガのフェロモン（2分36秒）

カイコガ ロボット（1分49秒）

イトヨの攻撃行動と鍵刺激（1分28秒）

鳥の求愛行動（2分28秒）

ジュウシマツのさえずり（3分18秒）

グッピーの求愛行動（2分07秒）

ひよこの刷込み（2分04秒）

ミツバチの8の字ダンス（3分00秒）

チューリップの温度傾性（1分22秒）

オジギソウの膨圧（1分07秒）

もやしの光屈性（1分06秒）

オーキシンの働き（シロイヌナズナ）（0分54秒）

アブシシン酸と気孔の開閉（2分15秒）

ミカンの成熟とエチレン（0分58秒）

ジベレリン、アブシシン酸によるイネの発芽実験（1分57秒）

フィトクロムの働き（3分19秒）
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● 第2巻　情報の伝達と反応
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葉緑体の微細構造（1分16秒）

抹茶のペーパークロマトグラフィー（2分41秒）

春植物の戦略（カタクリ）（1分54秒）

光合成と光の強さの関係（2分02秒）

光合成と温度の関係（2分22秒）

植物体での水の移動（2分04秒）

葉の蒸散実験（2分20秒）

オオカナダモの光合成実験（3分00秒）

植物の有機物の生産と移動（2分21秒）

伊豆大島の植生遷移（4分33秒）

森のギャップ（1分49秒）

植物群系の分布と気候（3分25秒）　

世界のバイオーム（4分08秒）

日本のバイオーム（2分34秒）

ウキクサの増殖（1分52秒）　

トノサマバッタの群生相・孤独相（2分42秒）

クロナガアリの社会構造（2分49秒）　

アユの縄張り（1分35秒）　

繁殖期のオスジカの順位争い（1分39秒）　

昆虫の擬態（2分49秒）　

寄生植物　ヤドリギ（2分43秒）　

マカランガとアリの共生（3分08秒）　

リママメの防衛戦略（2分38秒）　

土壌微生物（1分37秒）　

アサリによる海水の浄化（1分13秒）

霞ヶ浦の環境（1分49秒）

霞ヶ浦の水質調査（2分11秒）

霞ヶ浦の魚たち（1分59秒）

シカによる植生の破壊（2分05秒）

トキの再導入と課題（2分54秒）

地球の誕生と生命の起源（1分39秒）　

先カンブリア時代～酸素の増加とエディアカラ動物群（2分16秒）

ストロマトライト（2分08秒）

古生代(1)～カンブリア紀・進化の大爆発（3分54秒）

古生代(2)～魚類の誕生（4分41秒）　

古生代(3)～両生類の出現（3分13秒）　

古生代(4)～シダ植物の出現（1分59秒）　

中生代(1)～恐竜の繁栄と絶滅（4分11秒）　

中生代(2)～鳥類の出現と進化（2分50秒）　

中生代(3)～原始的哺乳類の出現（0分49秒）　

新生代(1)～哺乳類の繁栄（1分51秒）　

新生代(2)～被子植物の出現（2分42秒）　

新生代(3)～人類の誕生（3分00秒）　
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● 第3巻　環境への適応
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実教出版株式会社　http://www.jikkyo.co.jp/

本　　社　〒102-8377 東京都千代田区五番町5　電話03-3238-7773～ 7　Fax.03-3238-7755
大阪支社　〒532-0003 大阪市淀川区宮原5-1-3 NLC新大阪アースビル　電話06-6397-2400　Fax.06-6397-2402
九州支社　〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3-2-1 日本生命博多駅前ビル　電話092-473-1841　Fax.092-471-7529

本冊子に記載されている会社名，製品名はそれぞれ各社の登録商標または商標です。

　　　　　　　　　　　　視聴方法
①アプリ「CP Clicker」をインストールしてください（初回のみ）。
②アプリ「CP Clicker」を起動してください。
③スキャンモード　　 にし，スマホ画面に表紙全体が入るよう
　にかざします。
④表紙が認識されると，コンテンツが表示されます。
　※コンテンツは画面を横長にしてご覧ください。
　※コンテンツのサンプルは無料でご覧いただけますが，通信会
社との契約内容によっては，アプリのダウンロードや動画再
生の際に別途通信費用がかかる場合があります。

RICOH CP Clickerの
インストール

◆検索ワード
リコー　クリッカー

この冊子の表紙を『 RICOH CP Clicker（iOS/Android  
アプリ）』で撮影することで，デジタルコンテンツのサン
プルをご覧いただけます。ぜひご体験ください。
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